
学校関係者評価

重点目標 活動計画 評価指標 学校関係者の意見

１．生徒の基礎的な知識・技能の定着
と、学ぶ意欲の向上を図るため、主体
的・対話的で深い学びの実現に向けた授
業を実践する。

１．学びへの興味・関心をもたせるため、
GIGAスクール事業のタブレットなどのＩＣ
Ｔ活用に積極的に取り組む。また、生徒
同士の協働の場面をつくるなど、アクティ
ブラーニングの手法を取り入れる。

１-①．「ICTを利用した授業が行われて
いる。」と答える生徒が８０％以上となる。
１-②．「授業の中で疑問や意見を率直に
出せる場が設定されている。」と答える生
徒が８０％以上となる。

２．生徒の学習習慣の確立と学習方法の
習得を図り、主体的に学習に取り組む態
度を育成する。

２．自主学習ノートの使い方の指導を
行ったり、持ち帰ったタブレットを有効に
活用し家庭学習の方法や内容を提示し
たりすることで、学習方法及び学習習慣
の定着を図る。

２-①．「家庭学習が習慣化している。」と
答える生徒・保護者が８５％以上となる。
２-②．「家庭学習の方法を身に付けてい
る。」と答える生徒が８０％以上となる。

１．自発的なあいさつの定着を図る。 １．教職員や生徒会役員によるあいさつ
運動を実践する。

１．「自ら進んで、あいさつがきちんとでき
ている。」と答える生徒・保護者・教員が
８０％以上となる。

２．いじめの予防・早期発見、生徒理解を
深め、相談体制を確立する。

２．学校生活アンケートやチェックシート
の活用、スクールカウンセラーとの連携
により生徒理解を深め、相談しやすい組
織・環境の整備に努める。

２．いじめ予防の啓発と相談しやすい体
制・組織が確立できる。スクールカウンセ
ラーとの連携を密にし、情報を共有し、事
前予防ができる。

１．校訓の精神を基盤として、自他の生
命を尊重し、感謝や思いやりのある豊か
な心を大切にする生徒を育成する。

１．道徳性や道徳的実践力を育むため、
２２項目の内容を計画的に配置する。ま
た、生徒が意欲的に活動できるように、
授業形態の工夫や補助教具の活用を図
る。導入して３年目となるローテーション
道徳を生かし、様々な視点で生徒の育成
を図る。

１-①．生活アンケートのあいさつ・感謝
の言葉を伝える項目が９０％以上とな
る。
１-②．清掃や交通マナーなど「集団や社
会の一員として」の内容で８５％以上とな
る。

２．人権の大切さを学び、人権尊重の意
識や態度を身に付け、日常生活の中で
人権を尊重した行動ができる生徒を育て
る。

２．津田中生みんなが幸せになるため
に、自他を尊重しようとする態度を育成
する人権学習を進める。

２．自他の人権を尊重しようとする意欲を
もち、「実践できた」と答える生徒が
９０％以上となる。

１．通常学級に在籍する配慮を要する生
徒への理解を深め、支援を実施し、改善
を図る。

１．支援の在り方と、保護者や他機関と
の連携方法を工夫する。

１．「教育のユニバーサルデザインとポジ
ティブな行動支援を心がけている。」と答
える教員が８０％以上となる。れん面談
を活用し、保護者との連携を図る。

２．.支援学級に在籍する生徒に対して、
指導計画を基に計画的な指導を行う。

２．担当教員間で情報を共有し、学期ご
とに評価をして改善を図る。

２．指導計画を基に保護者面談を行い、
保護者との連携に活用する。

３．教職員の特別支援教育に関する理解
を深める。

３．校内支援委員会等を活用して支援体
制を充実させ、教員の理解を深める。

３．校内支援委員会を年間４回以上開催
し、校内支援の体制を整える。

１．自分の心身の発達に関心をもち、健
康の保持増進に努める。

１．健康力アップ作戦を基に、生徒自ら
が健康・生活習慣改善のための課題を
考え目標を定めて取り組む。

１．「心身の健康に気を付けた生活が送
れている。」と答える生徒が９０％以上と
なる。

２．校内の危険箇所の発見・修理により
安全な学習環境を保持する。

２．施設・設備の定期点検を行い、危険
箇所の早期発見、早期修理に努める。

２．「校内の危険箇所をすぐに修理してく
れている。」と答える生徒・教員が９０％
以上となる。

１．保護者や地域の方々に、学校経営方
針や教育活動の状況について説明し、
連携・協働体制を確立する。

１．可能な限り学校開放を行い、教育活
動の様子を見てもらったり、学校ホーム
ページや学年だより・マチコミメールによ
る情報発信を積極的に行ったりする。

１．ホームページの更新やオープンス
クールの実施により、「学校の様子がわ
かる。」と答える保護者が８０％以上とな
る。

２．学校運営協議会を活用し、学校と地
域が情報を共有し、課題解決に向かうこ
とができるようにする。

２．教育活動において地域の人財を活用
し、ＰＴＡや関係機関と連携・協力を図り、
地域とともにある学校づくりに努める。

２．「学校・家庭・地域および関係機関が
連携し、教育効果の高い活動ができてい
る。」と答える保護者・教員が７０％以上
となる。
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